＜がん地域連携クリティカルパス運用フローチャート＞























　　　　　　　R6.7版
がん治療連携計画策定料１　750点





医療文書の【地域連携パス】フォルダ内にある「がんの地域連携クリティカルパス　説明書・承諾書」を印刷し、患者・家族に説明と同意を得、登録する。


※入院中の場合は、原則５日前までに手続きを終了する。


※外来受診中の場合は、退院後３０日以内に手続きを終了する。





医事課算定


登録により算定が可能になる。


（750点）





登　録





　主治医・担当医　





連携医療機関について患者に説明する。


紹介元への逆紹介や連携医療機関リストより選定する。





病棟クラーク


または


外来クラーク


↓


「がん地域連携クリティカルパス説明書と同意書」をスキャナで【地域医療連携】の「がん地域連携パス」に取り込む。





患者・家族は同意したら「がん地域連携クリティカルパス承諾書」


にサインをする。





電子カルテの画面上に付箋をつけ、がん地域連携共同診療計画表の


使用を通知する。期限を５年以上（乳がんは１０年）にする。





診療情報提供書、がん地域連携共同診療計画表を記入後、がん相談支援センター（6376）へ連絡する。





主治医・担当医からの書類を確認後、連携医療機関へ連絡する。





がん相談支援センター





大分医療連携ノートを準備して患者へ説明（入院病棟または外来へ


訪問）する。がん地域連携共同診療計画表や決定した医療機関の連


絡先など説明する。





がん地域連携共同診療計画表をスキャンする。


電子カルテ画面上の付箋に、使用するがん地域連携共同診療計画表


や次回の受診日などを追加記入する。





治療計画が変更の場合





適応外の場合





主治医・担当医はがん相談支援センター（6376）へ連絡する。





がん相談支援センターは医事課と連携医療機関へ連絡する。





がん治療連携計画策定料2（300点）へ








